
茨城県神栖町における有機ヒ素化合物汚染等への緊急対応策に必要な

経費 ２，６８０百万円（２，６８０百万円）

環境保健部環境安全課環境リスク評価室

１．事業の概要

茨城県神栖町において、自然界には存在しない有機ヒ素化合物であるジフ
かみすまち

ェニルアルシン酸による環境汚染に起因する健康影響が生じていることにか

んがみ、早急にその原因解明及び健康影響への対応等が必要なことから平成

１５年６月６日の閣議了解に基づき対策を実施するとともに、昭和４８年の

「旧軍毒ガス弾等の全国調査」のフォーローアップ調査結果を受けた平成１

５年１２月１６日の閣議決定に基づく対策を前年度に引き続き実施するもの

である。

（１）茨城県神栖町におけるジフェニルアルシン酸による環境汚染及び健康

影響に係る緊急措置事業費

① 健康診査の実施

② 医療費及び療養手当の支給

③ 健康管理調査等の実施

④ 臨床医学等の専門家からなる検討会の開催による調査研究の実施

（２）健康等に関する調査研究

① 動物実験による毒性発現メカニズム（病態）の研究

② 治療法の開発

③ 人への健康影響に関する調査研究

④ 毒ガス弾等の水域における影響調査

⑤ 毒ガス汚染に伴う環境中の物性及び毒性に関する調査研究

（３）環境調査等業務

茨城県神栖町の不審物掘削調査、千葉県習志野市の土壌調査、Ａ分類

事案の継続的モニタリング、安全性確認調査及びＢＣ事案の地歴等情報

収集、大気・水・土壌等に関する調査を実施する。

（４）毒ガス情報センター

毒ガス情報センターにおける継続的な情報収集、収集した情報のデー

タベース化による国民の情報へのアクセスの確保、パンフレット作成な

どの情報の普及啓発を行う。



２．事業計画

年 度 15 16 17 18 19 20

(1)緊急措置事業費

(2)健康等に関する調査研究

(3)環境調査等業務

(4)毒ガス情報センター

３．施策の効果

茨城県神栖町における有機ヒ素化合物による環境汚染及び健康被害に係る

緊急措置事業等については、ジフェニルアルシン酸の健康影響等についての

解明を図るとともに、汚染源を特定して適切な対策を講ずる。また、国内に

おける毒ガス弾等に関する環境調査等を着実に実施するとともに、毒ガス情

報センターにおいては、毒ガスに関する情報を継続的に受け付け、集約した

情報を分析し、周知広報を実施することにより、被害の未然防止を図ること

ができる。



茨城県神栖町 
全般 

健康影響に係る緊急措置 汚染源調査 
神奈川県寒川町・平塚市 

千葉県習志野 
全国調査 

・１５年３月  

 飲用井戸から環境基準の 450 倍のヒ素検出(通称「Ａ井戸」)、旧

軍の毒ガス由来の可能性が高い有機ヒ素（ジフェニルアルシン酸）

と判明。住民に健康影響。西方の井戸からも検出。 

 
 
 
 

・１５年６月６日 

 「茨城県神栖町における有

機ヒ素化合物汚染等への緊

急対応策について」閣議了

解。 

・１５年１２月１６日 

「国内における毒ガス弾等

に関する今後の対応方針に

ついて」閣議決定。 

・１５年１２月１７日 

-第１回国内における毒ガス

弾等に関する関係省庁連

絡会議開催 

-毒ガス情報センター発足 

 
・ １５年３月２１日 

   ヒ素水質基準超過飲用井

戸の飲用自粛を要請及び上

水道への転換を促進。  

・ １５年６月６日 

 健康被害に係る緊急措置

事業要綱を取りまとめ。 

・ １５年６月３０日 

申請の受付開始。 

・ １６年２月２５日 

   Ａ・Ｂ地区を中心とした地域

内での飲水中止を要請 

 
・１５年５月末～１６年２月中旬 

＜A地区＞ 

４段階にわたって、物理探

査、ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査等を実施。

Ａ井戸周辺３ヵ所で極めて高

濃度の有機ヒ素を検出。 

＜B地区＞ 

１１月から広範な井戸水調

査等を実施し、地下水汚染の

拡大がないこと等を確認。 

＜寒川・平塚＞ 

・14 年９月  

 寒川町のさがみ縦貫道路

建設現場で作業員が旧軍毒

ガスに被災。 

・１５年４月  

 平塚市の地方合同庁舎建

設現場土壌から毒ガス成分

が検出。 

＜習志野＞ 

１５年１１月末、全国調査結

果に基づき、Ａ事案に分類。 

※ いずれも国有地・直轄地の

場合は、所管省庁が調査等

を実施し、その他の地域は

環境省が対応。 

・１５年６月末～７月中旬 

 各省庁及び都道府県等へ

依頼。 

・１５年８月末  

 情報提供締切。500 件余り

の情報が提供。 

・１５年１１月２８日 

調査結果を公表。既に判

明しているもの以外に切迫し

た事案はなかったが、138 に

整理した事案を陸域４分類

(Ａ～Ｄ事案)と水域の事案に

分類。 

・ １６年２月４日 

都道府県等へ情報収集の

ため、ＢＣ事案を中心に追加

的情報収集を依頼。 

【最近の状況】 
 
・ １６年５月２６日 

   専門家検討会でジフェニル

アルシン酸が皮膚から微量

であるが体内に吸収されると

の中間報告。念のため対象

地域井戸水の入浴への使用

自粛を要請。 

・ 緊急措置事業の状況 

申請者４３５名 

医療手帳交付対象者  

１１９名 

(１６年６月４日現在)

【最近の状況】 
 
＜A地区＞ 

・ １６年２月１７日 

   Ａ井戸から南東 90m の地

点で高濃度のジフェニルアル

シン酸検出を報告 

・ １６年４月２３日 

上記地点に係る掘削調査

の範囲を決定。現在掘削調

査計画を策定中。 

＜B地区＞ 

汚染井戸を中心にﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

調査を継続。 

【最近の状況】 
 
・ １６年４月２３日 

 「国内における毒ガス弾等

に関する総合調査検討会」

立ち上げ。 

・ １６年４月２６日 

第３回国内における毒ガス

弾等に関する関係省庁連絡

会議幹事会開催(第１回 1/28 

第 2 回 3/16)。 

・１６年６月１２日 住民説明会を開催し、掘削調査計画、健康影

響等について説明予定 

【最近の状況】 
 
１６年１月～３月に公共用地

を中心に地下水、大気、物理探

査等を実施。 
寒川、習志野については、毒

ガス成分を検出せず。平塚につ

いては、地下水から低濃度のジ

フェニルアルシン酸を検出した

ため、井戸水の飲用中止を指

導するとともに汚染状況把握の

ための調査を実施中。 
平成１６年度の寒川・平塚・

習志野における調査計画を策

定中。 

【最近の状況】 
 
 現在、ＢＣ事案における１６年

度の情報収集・地下水調査計

画を検討中。 

環境省における毒ガス問題への最近の取組状況について 




